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岡
田
吉
弘
市
長
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
19
日

ま
で
を
期
間
と
す
る
定
例
会
の
初
日
に
表
明
さ

れ
た
令
和
６
年
の
施
政
方
針
に
、 

◆
 

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
を
完
了
さ
せ
て
以

降
も
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
、
道
路
・
橋
梁
・

河
川
な
ど
の
維
持
・
修
繕
・
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と 

◆
 

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
目
的
に
、
バ
ス
路

線
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
・
定
期
航
路
の
維
持
・
確
保
・

利
用
促
進
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
次
期
公
共
交
通
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
こ
と 

を
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

道
路
・
橋
梁
な
ど
の
土
木
イ
ン
フ
ラ
や
鉄
道
・
バ
ス
・
船
舶
・

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
安
全
・
安
心
や
住
み
や
す
さ
に
直
結
し
ま

す
し
、
進
出
先
を
探
す
企
業
が
重
要
視
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

元
日
の
夕
刻
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

３
つ
の
観
点
か
ら
質
問
し
ま
し
た
の
で
、
先
ず
は
道
路
の
維
持

管
理
・
安
全
対
策
に
関
す
る
質
疑
の
概
要
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

問 

路
面
標
示
（
中
央
線
・
車
線
・
境
界
線
・
路
側
帯
・
横
断

歩
道
な
ど
）
が
非
常
に
認
識
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
下
地
を
保
護
す
る
た
め
の
塗
装
が
剥
が
れ
、
茶
色
く

錆
び
て
い
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
散
見
さ
れ
る
。 

市
道
の
路
面
標
示
の
塗
り
替
え
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
防

護
柵
の
補
修
の
実
績
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

定
期
的
に
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
提
供
を
基
に
現
状
を
把
握
し
、
異
常
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
に

つ
い
て
は
随
時
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
の
実
績
は
図
１
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。 

問 

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
交
通
安
全
施
設
（
路

面
標
示
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
信
号
・
道
路
標
識
な
ど
）
へ
の
対

応
実
績
と
、
未
実
施
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。 

答 

図
２
の
通
り
で
あ
る
。 

問 

近
年
、
繁
茂
す
る
草
木
を
避
け
た
こ
と
や
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
視
界
が
遮
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
と
指
摘
さ
れ
る
交
通
事

故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
植
栽
や
道
路
脇
の
草
木
の
繁

令和５年度を締めくくる本定例会では、生活に密着した課題として市民の皆さまから要望の多い、路面標示（中

央線・車線・境界線・路側帯・横断歩道など）や交通安全施設（路面標示・ガードレール・信号・道路標識など）に

ついて。また、市民の皆さまの声を受けた市議会議員の意見が通らない一方で、選挙で選ばれていないどころか市

民ですらない面々の意見が通ることに疑問を持ち続けている事業レビューについての２点を質問しました。 
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三原市議会議員 

 
責
任
あ
る
提
言
と
実
行
！ 

令
和
の
三
原
を
元
気
に
！ 

各種維持管理の実績 

1. 路面標示の塗り替え 

(1)令和２～４年度 

9,400m 
(2)令和５年度 

23,700m 

2. 防護柵（ガードレールなど）の補修 

(1)令和２～４年度 

300m 

(2)令和５年度 

170m 

※ 令和２～４年度は、各年度の平均値。 

※ 令和５年度は、見込み値。 

交通安全施設などの要望への対応実績 

1. 市道 

(1) 路面標示 

・要望数：34 ・対応済：32 

(2) ガードレール 

・要望数：69 ・対応済：58 

※ 未実施の理由 

◆ 路面標示 

事故発生の確率が高い、交通量の多い幹線道路の交差

点などを優先しているため。 

◆ ガードレール 

道路の路肩の高さが低く、設置基準に満たないため。 

2. 国道および県道（市で受付・確認したもの） 

(1) 路面標示 

・要望数：21 ・対応済：16 

(2) ガードレール 

・要望数：５ ・対応済：４ 

※ 要望受付期間：令和２～４年度 

※ 令和５年度末までの対応見込み 

3. 信号機・道路標識（広島県公安委員会が所管） 

(1) 信号機設置 

・要望：11 

(2) 道路標識設置 

・要望：３ 

※ 本市より、三原警察署へ進達。 

※ 三原警察署から、直接地元町内会へ内容を聞き取った上

で対応したいとの意向があるため調整や対応状況は把握

できていない。 

図２．交通安全施設などの要望への対応実績 

図１．各種維持管理の実績 
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茂
は
人
命
に
か
か
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
が
問
題
視
さ
れ
た
昨
年
が
記

憶
に
新
し
い
よ
う
に
、
一
般
に
不
快
害
虫
と
呼
ば
れ
る
虫
が
繁

殖
す
る
場
で
も
あ
る
た
め
、
植
栽
や
道
路
脇
の
草
木
の
繁
茂
は

生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
。 

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
切
実
な
声
を
受
け
、
同
僚
議
員
か
ら

も
植
栽
や
道
路
脇
の
草
木
の
繁
茂
対
策
が
繰
り
返
し
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
。 

環
境
整
備
に
向
け
た
本
市
の
所
見
は
。 

答 

交
通
量
が
多
い
な
ど
、
草
刈
り
作
業
の
危
険
性
が
高
い
路

線
や
主
要
機
関
を
結
ぶ
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
を
基

本
に
市
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
約
１
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
市
道
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
に
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
提
供
を
も
と
に
、
車
や
歩
行
者
等
の
通
行
に
支
障
を
与
え
る

も
の
や
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
視
認
性
を
妨
げ
る

も
の
な
ど
に
随
時
対
応
し
て
い
る
。 

併
せ
て
、
草
木
が
繁
茂
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
長

年
に
わ
た
っ
て
路
肩
周
辺
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。 

 

以
上
が
道
路
の
維
持
管
理
・
安
全
対
策
に
関
す

る
質
疑
の
概
要
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
三

原
市
橋
梁
個
別
施
設
計
画
を
踏
ま
え
た
本
市
の

取
組
に
つ
い
て
の
質
疑
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

問 

三
原
市
橋
梁
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く
橋
梁
の
計
画
的
な

点
検
・
補
修
工
事
は
、
着
実
に
実
施
で
き
て
い
る
か
。 

答 

橋
梁
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
国
が
作
成
し
た

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
は
平
成
24

年
度
に
三
原
市
橋
梁
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
た
。 

ま
た
、
本
市
で
は
令
和
４
年
度
に
同
計
画
の
２
回
目
の
見
直

し
も
行
い
、
計
画
的
な
点
検
・
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。 

ま
た
、
平
成
26
年
の
道
路
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
５

年
に
１
度
の
定
期
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
り
、
点
検
方
法
が

遠
望
目
視
等
か
ら
近
接
目
視
等
に
変
更
さ
れ
た
り
し
た
こ
と

を
受
け
、
管
理
す
る
１
０
３
５
橋
を
毎
年
２
０
０
橋
程
度
の
ペ

ー
ス
で
点
検
。
令
和
５
年
度
末
に
は
、
２
巡
目
の
点
検
が
終
了

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

橋
梁
の
診
断
結
果
は
、
図
３
に
あ
る
よ
う
に
４
段
階
に
区
分

さ
れ
て
い
る
が
、
早
期
措
置
段
階
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁
の
補
修

等
の
工
事
を
重
点
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
実
績
は
図
４
の
通

り
で
あ
る
。 

問 

橋
梁
の
計
画
的
な
点
検
・
補
修
工
事
が
で
き
て
い
な
い
場

合
が
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
。 

答 
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
工
事
を
優
先
し

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
早
期
措
置
段
階
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁

が
残
っ
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度
末
時
点
に
お
け
る
全
国
平
均

の
42
％
に
比
べ
る
と
、
進
捗
は
早
い
状
況
に
あ
る
。 

補
修
工
事
を
早
急
に
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
の
進

行
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
保
全
段
階
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁
に

も
適
切
な
補
修
工
事
を
行
い
、
そ
の
長
寿
命
化
を
図
る
。 

問 

様
々
な
業
種
で
の
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
本
市
に
お

け
る
現
状
は
ど
う
か
。 

 

ま
た
、
点
検
従
事
者
の
年
齢
構
成
な
ど
を
見
た
と
き
、
将
来

的
な
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。 

答 

業
者
へ
の
委
託
と
職
員
に
よ
る
点
検
を
併
用
し
て
い
る
本

市
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
人
材
不
足
に
よ
り
履
行
が
困
難
と
な
る

よ
う
な
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

し
か
し
、
官
民
を
問
わ
ず
、
全
国
的
に
将
来
の
土
木
技
術
職

の
人
材
不
足
が

課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ

り
、
ド
ロ
ー
ン
な

ど
を
活
用
し
た

省
人
化
・
効
率
化

な
ど
、
新
技
術
の

導
入
を
積
極
的

に
進
め
る
と
と

も
に
、
今
後
は
官

民
連
携
や
他
市

町
と
の
広
域
連

携
な
ど
の
取
組

も
検
討
す
る
。 

問 

従
来
に
比
べ
３
割
の
工
期
短
縮
と
コ
ス
ト
縮
減
を
図
れ
る

と
さ
れ
る
、
一
昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ａ
Ｉ
に
よ
る
道
路
の

損
傷
状
況
の
判
定
（
図
５
）
に
つ
い
て
、
そ
の
運
用
実
績
は
。 

答 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
公
用
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
内
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
設
置
し
て
撮
影
し
た
路
面
を
Ａ
Ｉ
で
解

析
し
た
と
こ
ろ
、
総
計
測
距
離
１
７
４
２
㎞
の
う
ち
２
４
９
ｍ

診断結果を受けた修繕の実施状況 

○ 一巡目点検と修繕状況 

※ 点検実施期間：平成 26 年度～平成 30 年度 

・ 早期措置段階：74 橋 

・ 補修工事完工：70 橋 

 ➡ 進捗率：95％ 

○ 二巡目点検と修繕状況 

※ 実施期間：平成 31 年度～令和５年度 

・ 早期措置段階：24 橋 

・ 補修工事完工：16 橋 

 ➡ 進捗率：67％ 

図４．三原市橋梁個別実施計画の実施状況 

図３．平成 26 年の道路法施行規則改正に伴う告示（「三原市橋梁個別施設計画の策定について」より） 



とくしげ政時活動報告<討議資料>令和 6 年 3 月議会号（第 26 号） 

3 

 

で
、
早
期
措
置
段
階
と
判
定
さ
れ
た
。 

こ
の
解
析
結
果
を
も
と
に
修
繕
対
象
路
線
を
抽
出
し
、
今
年

度
か
ら
舗
装
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。 

問 

１
月
末
に
「
ス
マ
ホ
で
道
路
・
河
川
の
損
傷
を
通
報 

手

早
く
正
確
の
は
ず
が
利
用
低
迷
」
と
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
公

共
土
木
施
設
異
常
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
利
用
率
の
低
さ
が
課
題

で
あ
る
。
利
用
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
所
見
は
。 

答 

昨
年
10
月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
、
本
年
２
月
末
ま
で
に

受
け
付
け
た
通
報
件
数
４
６
９
件
の
う
ち
60
件
に
あ
た
る

13
％
が
、
総
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

利
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
は
、
位
置
情
報
や
写
真
を

送
る
だ
け
で
現
地
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
大

変
便
利
で
あ
る
と
い
っ
た
声
を
伺
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

広
報
活
動
に
努
め
る
。 

問 

道
路
占
用
許
可
申
請
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
試
行
さ
れ
て
約
半

年
に
な
る
が
、
現
時
点
で
の
実
績
な
ど
は
ど
う
か
。 

答 

令
和
６
年
２
月
末
時
点
で
の
受
付
件
数
は
68
件
で
あ
る
。 

中
国
地
方
か
ら
唯
一
、
試
験
運
用
に
参
加
し
た
本
市
は
、
先

行
実
施
で
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
改
善
要
望
な
ど
を
国

に
提
出
し
、
次
年
度
以
降
も
国
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
。 

問 

昨
年
12
月
、
国
交
省
に
採
用
さ
れ
た
群
マ
ネ
（
地
域
イ
ン

フ
ラ
群
再
生
政
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
概
要
や
目
的
は
。 

答 

国
交
省
に
よ
る
モ
デ
ル
地
域
の
公
募
に
応
じ
た
と
こ
ろ
、

昨
年
12
月
に
本
市
が
選
定
さ
れ
た
。 

将
来
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
受
付
か
ら

現
場
対
応
ま
で
の
業
務
を
一
括
し
て
民
間
へ
委
託
で
き
な
い

か
研
究
し
て
い
た
本
市
で
は
、
モ
デ
ル
地
域
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
国
土
交
通
省
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
を
民
間
に
一
括
し
て
委
託
す

る
事
例
は
全
国
的
に
も
少
な
く
、
多
く
の
課
題
も
あ
る
が
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
る
。 

 

以
上
が
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
質
疑
の
概
要

と
な
り
ま
す
が
、
報
道
（
図
６
）
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
２
月
20
日
に
崩
落
が
確
認
さ
れ
た
竜
王

山
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
の
最
終
的
な
復
旧
の
目
途
は
、
４
月
に
な

っ
て
も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

昨
年
10
月
に
商
工
会
議
所
か
ら
本
市
に
提
出
さ
れ
た
令
和

６
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
に
は
、
６
つ
の
大
項
目
の

う
ち
の
２
つ
に
「
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的
、
継
続
的
な
確
保

に
つ
い
て
」
と
「
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

災
害
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
商
工
会
議
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
実
現
し
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
め
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
30
年
度
に
は
豪
雨
災
害
を
、
令
和
２
年
度
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
理
由
に
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
外
部
の
視
点
で
点
検
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
の
削
減
や
事

業
の
進
め
方
な
ど
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
レ
ビ
ュ
ー
。 

令
和
５
年
度
で
取
り
組
み
開
始
か
ら
丸
10
年
の
節
目
を
迎

え
た
こ
と
も
あ
り
、
全
年
度
を
対
象
に
本
市
の
所
見
を
質
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

問 

開
催
さ
れ
た
日
時
な
ど
は
。 

答 

年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
令
和
４
年
度
以
降
は
８
月
の

週
休
日
に
２
日
間
、
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
し
て
い
る
。 

問 

点
検
対
象
施
策
の
選
定
方
法
は
。 

答 

長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
16
の
政
策
を
３
年
で
一
巡
す

る
こ
と
を
大
原
則
に
、
事
業
実
施
担
当
課
と
経
営
企
画
課
で
、

目
標
・
指
標
の
設
定
は
適
切
か
、
現
状
や
課
題
の
把
握
は
妥
当

か
、
具
体
的
に
ど
の
事
業
を
点
検
す
る
か
な
ど
を
協
議
検
討
し
、

課
題
の
あ
る
事
業
を
優
先
的
に
選
定
し
て
い
る
。 

問 

一
般
社
団
法
人
構
想
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
市
外
在
住
の

図５．各種維持管理の実績 

（中国新聞より） 

図６．通行止めに関する報道 

（中国新聞より） 

評価者および市民評価者の選考方法 

1. 評価者 

一般社団法人構想日本（委託事業者）に

選定を依頼。 

2. 市民評価者 

① 無作為に抽出した 18 歳以上の市民

1,700 名から希望者を募集 

② 応募者の中から、性別や年齢構成を

考慮して選考 

③ 過去の市民判定者からも希望者を募

集し、希望された方を選考 

◼ 令和５年度の応募状況 

応募者：56 名 

参加者：40 名 

◼ これまでの参加者数 

実人数 ：145 人 

延べ人数：189 人 

平均人数： 27 人 

図７．平成 27 年度以降の事業レビューにおける 

評価者および市民評価者の選考方法など 

（中国新聞より） 
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評
価
者
、
お
よ
び
市
内
在
住
者
か
ら
選
ば
れ
た
市
民
評
価
者
の

選
考
方
法
や
人
数
は
。 

答 

図
７
の
通
り
で
あ
る
。 

問 

各
年
度
の
予
算
額
・
決
算
額
、
お
よ
び
施
策
に
反
映
さ
れ

た
効
果
額
は
。 

答 

実
施
し
た
８
回
の
予
算
額
・
決
算
額
の
合
計
額
は
と
も
に

約
１
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
以
降
の
事
業

費
削
減
の
総
額
は
約
３
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
る
。 

問 

評
価
者
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
は
本
市
か
本
市
近
隣
に
居

住
さ
れ
、
識
見
を
有
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
本
市
が
任
命
し

た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
検
討
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
、
構
想
日
本
が

選
定
し
、
遠
方
に
居
住
さ
れ
る
方
が
半
々
だ
っ
た
の
に
対
し
、

令
和
３
年
度
以
降
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
県
外
在
住
者
で
あ
る
。 

全
評
価
者
の
旅
費
・
交
通
費
は
個
別
に
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
戦

略
検
討
会
議
お
よ
び
委
託
事
業
者
で
あ
る
構
想
日
本
か
ら
各

２
名
、
同
会
議
解
散
後
の
令
和
３
年
度
以
降
は
、
構
想
日
本
か

ら
４
名
を
評
価
者
と
す
る
体
制
で
実
施
し
た
。 

ま
ち
づ
く
り
戦
略
検
討
会
議
か
ら
の
評
価
者
に
は
、
条
例
に

基
づ
く
報
酬
と
旅
費
（
実
費
）
を
支
払
っ
た
。 

な
お
、
構
想
日
本
が
選
定
し
た
評
価
者
へ
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
の
総
額
を
構
想
日
本
に
委
託
料
と
し
て
支
払
っ
て

い
る
た
め
、
個
別
に
支
払
っ
た
額
が
分
か
る
資
料
は
無
い
。 

 

８
回
の
開
催
に
約
１
５
０
０
万
円
を
投
じ
、
平

成
26
年
度
以
降
に
約
３
億
６
０
０
０
万
円
の

事
業
費
を
削
減
で
き
こ
と
を
謳
う
事
業
レ
ビ
ュ

ー
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
は
ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
評
価
者

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
（
図
８
）
の
、
特
に
構
想
日
本
が
選

考
し
た
メ
ン
バ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
と
同
じ
一
市
民
の
中
か
ら
手
を
挙
げ
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
貴
重
な
一
票
を
お
預
か
り
し
て
い
る
市
議
会
議
員
か

ら
、
植
栽
や
道
路
脇
の
草
木
の
繁
茂
対
策
や
農
家
の
皆
さ
ま
の

収
入
に
直
結
す
る
有
害
鳥
獣
対
策
を
繰
り
返
し
求
め
て
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
希
望
に
応
え
る
だ
け
の
予
算
を
獲
得
で
き
な

い
こ
と
に
、
心
あ
る
同
僚
議
員
が
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
え
て
い

る
一
方
で
、
過
去
８
回
で
延
べ
14
日
の
開
催
に
過
ぎ
な
い
事

業
レ
ビ
ュ
ー
が
、
予
算
に
３
億
６
０
０
０
万
円
も
の
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
、
議
会
軽
視
も
甚
だ
し
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

特
に
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
検
討
会
議
が
解
散
さ
れ
た
令
和
３

年
度
以
降
は
、
全
評
価
者
を
構
想
日
本
が
選
考
し
て
い
ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
受
け
た
市
議
会
議
員
の
声
は
届
か

ず
、
構
想
日
本
が
選
考
し
た
事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
評
価
者
の
声
は

届
く
現
状
に
、
首
を
か
し
げ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

 

～ とくしげ政時 後援会入会の御案内 ～ 

 後援会規約 
１. この会は「とくしげ政時後援会」と称します。 

２. この会は、とくしげ政時の政治活動を支援し、

合わせて、会員相互の親睦と協力を促進する

ことを目的とします。 

３. この会は目的達成のため、研修会・後援会・出

版物の発行などの活動を行います。 

４. この会に必要な経費は、会費・寄附金などの収

入によってまかないます。 

 連絡先 

電話番号 0848－62－5804（ファックス兼） 

e-mail masa.tokushige@gmail.com 

事業レビューの評価者の構成 

⚫ 平成 26 年度 

 まちづくり戦略検討会議 

⚫ 平成 27 年度 

 まちづくり戦略検討会議×４名 

 構想日本×６名（コーディネーターを含む） 
構想日本政策スタッフ、構想日本アナリスト、愛知県豊田市職員、神奈川県

厚木市職員、兵庫県三田市職員、大聞法律事務所代表弁護士 

⚫ 平成 28 年度 

 まちづくり戦略検討会議×４名 

 構想日本×４名（コーディネーターを含む） 
（一社）構想日本統括ディレクター、県立広島大学大学院経営管理研究科准

教授、（株）朝日新聞出版、（株）日立コンサルティング 

⚫ 平成 29 年度 

 まちづくり戦略検討会議×４名 

 構想日本×４名（コーディネーターを含む） 
（一社）構想日本統括ディレクター、県立広島大学大学院経営管理研究科准

教授、名古屋市総務局企画部大都市・広域行政推進室主事、一般企業 

⚫ 平成 30 年度 

 開催無し（豪雨災害による） 

⚫ 平成 31 年度 

 まちづくり戦略検討会議×３名 

 構想日本×４名（コーディネーターを含む） 
（一社）構想日本統括ディレクター、（一社）構想日本特別研究員、ふりはた

綜合法律事務所弁護士、発行土地建物（株）代表取締役 

⚫ 令和２年度 

 開催無し（新型コロナによる） 

⚫ 令和３年度 

 構想日本×７人（コーディネーターを含む） 
（一社）構想日本特別研究員、（一社）構想日本プロジェクトリーダー、入間

市政策参与（総合政策・行政改革）、倉敷市教育委員会学校教育部参事ほか、

（一財）小田原市事業協会収益事業課主事長ほか、（公財）厚木市文化振興財

団常務理事、（株）Ridilover 事業開発ユニット ユニット長 

⚫ 令和４年度 

 構想日本×９人（コーディネーターを含む） 
（一社）構想日本特別研究員×２、厚生労働省職員、兵庫県川西市土木部交

通政策課主査、前高知県佐川町長ほか、鳥取県琴浦町前副町長、（一社）プロ

フェッショナル＆パラレルキャリアフリーランス協会代表理事、（公財）豊田

地域医療センター理事・事務局長、株式会社アンドアイ代表取締役 

⚫ 令和５年度 

 構想日本×８人（コーディネーターを含む） 
（一社）構想日本特別研究員×２、愛知県豊明市市民生活部共生社会課長、

鳥取県琴浦町総務課ザイム監理室室長、鳥取県琴浦町前副町長、株式会社

Liquitious 代表取締役 CEO、元資生堂プロジェクトマネージャー、合同会社

カタコトデザイン代表社員 

※ 参考のため、構想日本による選定者の肩書きを本市ホームページより抜粋

して列記 

 図 8．本市ホームページを参考に作成した、事業レビューの評価者の構成 

※構想日本が選定した評価者については、肩書きも抜粋 


